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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社情報企画 

 

[企業 ID]  3712 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  第 34 期（2020 年 9 月期）決算説明会 

 

[決算期]  2020 年度 通期 

 

[日程]   2020 年 11 月 10 日 

 

[ページ数]  33 

  

[時間]   15:30 – 16:17 

（合計：47 分、登壇：27 分、質疑応答：20 分） 

 

[開催場所]  103-0026 東京都中央区日本橋兜町 3-3 兜町平和ビル 3 階 

第 3 セミナールーム （日本証券アナリスト協会主催） 

 

[会場面積]  145 ㎡ 

 

[出席人数]  14 名 

 

[登壇者]  2 名 

代表取締役社長  松岡 勇佑（以下、松岡） 

取締役    塚越 洋一（以下、塚越） 
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登壇 

 

司会：定刻となりましたので、ただいまから株式会社情報企画様の IR ミーティングを開催いたし

ます。 

まず最初に、会社からお迎えしているお 2 人の方をご案内申し上げます。 

最初に、代表取締役社長の松岡勇佑様です。よろしくお願いいたします。 

次に、取締役の塚越洋一様です。よろしくお願いいたします。 

本日は、松岡社長様からご説明いただくことになっておりますけれども、ご説明が終わりましたら

質疑応答の時間を設けていただくこととなっております。 

それでは早速ですが、松岡社長様、よろしくお願いいたします。 

松岡：ただいまご紹介にあずかりました、情報企画社長の松岡と申します。本日はどうも、よろし

くお願いいたします。 

34 期の決算説明会を始めたいと思います。 
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本日の説明ですが、こちらのアジェンダに従って進めたいと思います。 

まず最初に、簡単に会社概要、その後 34 期の決算の概要、結果を振り返って、その後に 35 期、

今期の展開についてご説明させていただきたいと思います。 
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会社概要ですが、弊社は 30 年を設立から数えて超えてきた会社でございます。本社は大阪で創業

いたしまして、20 年ぐらい前から東京にも営業部を出して、今、東京と名古屋と大阪の 3 拠点で

営業活動をさせていただいております。 

特徴といたしましては、役員構成を見ていただいても分かるとおり、公認会計士が多いところで、

われわれシステムベンダーではあるのですけれども、金融機関向けに会計だとか財務、税務、この

あたりに強みを持っている会社でございます。 

従業員の構成割合ですが、現時点で 136 名おりますが、システムエンジニアが 102 名、コンサル

ティングの営業が 16 名という会社でございます。平均年齢は 33 歳と比較的若い会社かなと思い

ます。 

あと、拠点別の従業員数なのですけれども、名古屋が 18 名ほどで、あと東京が 52 名、大阪が 66

名で、総務ですとか経理部門を大阪に置いている関係で、総務の人員数はちょっと大阪のほうが多

いのですけれども、システムエンジニアですとか主だった営業活動、こちらは大阪と東京、ほぼ同

規模でさせていただいている状況です。 
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業務内容は、金融機関向けのシステムコンサルティング、企画、開発になります。金融機関といっ

てもいろいろあるかと思うのですけれども、弊社がターゲットにしているのは銀行業界になりま

す。 

なので、地方銀行ですとか信用金庫、信用組合、こういったところをメインのお客として、一部信

販会社、クレジット会社ですとか、あとリース関係の会社とか。そういった金融関係の会社のクラ

イアントが、95%ぐらいを占めている会社でございます。 

あとは構成割合からしたら少ないのですけれども、少し不動産投資も大阪のほうでしている状況で

す。 

 

続いて、今期の決算概要について移りたいと思います。 

34 期は、お手元の決算短信等もあるかと思いますが、売上が 30 億 3,500 万円、経常利益が 11 億

1,700 万円で、当初目標にしていた売上の 30 億と経常利益 11 億を達成することができたと考えて

います。 
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こちら過去 5 年ぐらい推移をみていくと、急激とはいえないまでも順調に業績は推移しているかな

というところでございます。 

 

では、売上のほうを少し分解してご説明させていただきたいと思います。 

こちら弊社の商品別、つまりシステム別にどういった売上構成になっているのかを表したグラフに

なります。34 期に関していいますと、主に不動産担保のシステム、決算書リーディング・格付の

システム、自己査定のシステム、契約書・融資稟議支援システム、その他の新システムという商品

構成になっております。 

34 期に関しては、１番大きいのがこの不動産担保の 5 億円ちょっと。２番目に多いのが黄色の融

資稟議システムで、非常に 34 期は好調でした。コロナの影響もあり、信用金庫様もペーパーレス

で稟議を回したいニーズが非常に高まったのかなと思っております。 
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そのあと、決算書や新システムが続きます。このあたりの四つのシステムが、ここ 2～3 年を見て

いただくとなんとなく分かるかと思うのですけれども、毎年一番売れているシステムが年によって

変わっている状況でございます。 

従来、例えば、2016 年 9 月とか見ていただけると分かるかと思うのですけれども、かなり不動産

担保のシステムに依存していた会社だったのかなと思っております。 

その後、やはり商品のラインナップが拡充しないと、会社的に毎期安定した売上・利益を出してい

けないというところで、商品ラインナップの拡充をここ数年図ってきました。毎年、このあたりの

四つのシステム群が交互に入れ替わっているのは、私としては非常に喜ばしい傾向かなと考えてお

ります。 

 

続いて、商品別の売上高、メンテナンスのほうに移りますが、こちらは毎年納品していった売上に

対して、メンテナンス料金をランニングでいただいているところでございます。 

なので、約 30 億の売上のうち、先ほどのページの毎年の受注売上が、例えば 34 期だと 18 億。こ

ちらにメンテナンスで毎年大体 9 億から 10 億円ぐらい頂戴しておりますので、その合計が全体の
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30 億の売上となっております。残り 1 億ぐらいが不動産投資で少し収益を上げている状況でござ

います。 

なので、こちらのメンテナンスに関しては基本的にユーザー数が伸びていきますので、右肩上がり

に徐々にではありますが、増えていくような構造です。 

 

続いて、営業部別の売上ですが、売上高でいうと東京が一番多くなっております。東京が 15 億、

続いて大阪が 8 億、名古屋が 4 億という状況です。 

なので、経営課題というほどでもないですけれども、東京、東日本でやはり売上げている金額がど

うしても多くなりますので、その仕事を本社のある大阪のほうに、システム開発については一部回

して、大阪のほうでこなしている構造です。 
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続いて、8 ページですね。 

こちらは重視して見ておりますが、業界別の売上高になります。 

ピンクのところが銀行形態、青が信用金庫、緑のところが信用組合です。 

主力の売上が信用金庫に対するものという構造は例年変わっておりません。なお過去 5 年ぐらいし

か出ていないので、あまり変化が見て取れないかもしれませんが、銀行形態、つまり大規模な業態

に対して売上を伸ばしていきたいと考えておりまして、そのあたりに関しては過去、5 年以上前に

比べると、かなり伸びてきている状況です。 

こちらの資料では出てこないのですけど、シェアに関しては注視していて、何かしらのシステムを

入れていただいている意味で、銀行形態で大体 50%から 60%ぐらい。 

信用金庫に関しましては 70%程、信用組合は共同のセンターに対してシステムを納めているの

で、大体 85%ぐらいのシェアという状況です。 

9 ページは不動産賃貸事業、一部行っていますというご説明ですので、割愛させていただきます。 
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では、10 ページですね。 

こちら、定性的な 34 期の結果に関する説明です。われわれマーケットシェアの拡大と新商品の開

発を中心に、注力しておるところでございます。 

こちらに関しまして、業態別に振り返っていきたいと思います。 
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まず、大手行と地方銀行ですね。 

大手行の中には政府系の金融機関が含まれております。政府系の金融機関には担保システムを導入

させていただくことが非常に多くなっております。34 期も 1 件、大型の入札の案件で受注するこ

とができましたので、政府系の案件に関しては引き続き好調かなという状況でございます。 

銀行系の案件に関しましては、やはり IT に特徴を持った会社さんが非常に多いので、われわれが

色を出して踏み込んでいける点でいうと、複雑な財務分析ですとか税務関係のシステム、そのあた

りのお仕事をいただくことが多いのかなという特徴があるかと思います。 
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続きまして、信用金庫業態ですね。 

こちらは、もう 34 期に関しましては、何といってもこの一番下の融資稟議のシステムです。こち

ら先数だけでいうと 6 先ぐらいになるのですけれども、1 件当たり 5,000 万円から 1 億とか、そう

いった幅の案件になりますので、かなり注文いただいているのかなというところで、この傾向は

35 期、36 期にかけてもおそらく続くのだろうなと見込んでおります。 

なかなか信用金庫の方々は、テレワークをしづらい状況もありますが、そもそも営業店から本部に

向けてまだ郵便の文化も多く残っております。なので、テレワーク等を将来、見据えるためにも、

ペーパーレスにまずしていかないといけないところで、システム化のニーズが急激に高まっている

のかなという印象です。 
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最後に信用組合の業態ですが、こちらは今期一番大きかったのはこの SKC という共同センターに

対する、アンチマネーロンダリングのシステムの販売になります。国際機関の FATF の勧告を受

け、例えばテロ資金の対策等を行うシステムです。 

コロナ関連のニュースばかりになり、FATF のニュースも埋没してしまいました。ただコロナ前は

金融業界では、アンチマネーロンダリングの話が地方銀行、信用金庫、信用組合どの業態でも話題

になっていたところでございます。そちらのシステムを信用組合に納品させていただいた次第で

す。 
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続きまして、ユーザー数の推移です。 

こちらは、やはり先ほどご説明しましたとおり、融資稟議支援のところ、38 先から 49 先にかなり

増えてきたかなというところです。 

信用金庫だけではなくて、信用組合業界とか銀行業界とかにも稟議システムは入れさせていただい

ていますので、そのカウントです。 

1 点細かいですが、ご説明差し上げると、この反社会的勢力情報チェックのシステムが急激に減っ

ているように見えるかと思います。ただこちらに関しては、先ほどの信用組合向けのマネーロンダ

リングのシステムを共同のセンターに 1 本化したためです。今まで、例えば 100 組合あれば個別

に 100 組合に導入していたのですけれども、それを一本化した影響ですので、ユーザー数は減っ

ておりません。 
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次ページ以降からは、損益計算書等の振り返りです。 

売上高 30 億、営業利益、経常利益 11 億等、予算目標は達成できたかなというところです。 
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次に製造原価報告書等ですが、どの会社さんも同じ状況かもしれませんが、旅費交通費がコロナの

影響でかなり減り、利益影響としては増益要因かなと思われます。 
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販管費明細も、同様に旅費交通費等が減っています。 

ただ、弊社も緊急事態宣言等が出る前からテレワークには移行しておりました。4 月、5 月はお客

様から訪問等の制限がありましたが、代わりに WEB 会議等がかなり浸透しました。金融機関はセ

キュリティ面の事情から閉鎖的なお客様が多いものですけれども、そのあたりもかなり浸透してき

た印象です。いまだに訪問が制限されているお客様はありますが、WEB 会議等は滞りなく行えて

いる印象です。 
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続いて、貸借対照表です。 

7 億ほどの不動産を 1 件購入したため、有形固定資産が増えておりますが、大きな変動はございま

せん。このあたりは割愛させていただきます。 
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続きまして、35 期の展開についてご説明させていただきたいと思います。 

35 期の計画ですが、財務的な数値でいいますと売上高は 31 億、営業利益、経常利益は 11.5 億、

当期純利益は 8 億円と予想を立てております。 

近年の傾向でいうと、少し微増という状況です。 

受注状況としては、非常に現時点でも良いかなと思っておりますが、納品が少し追いついていない

のが正直なところです。なので、経営的には生産能力の拡充が一つの課題です。 
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定性的な今期の戦略ですが、何よりも新商品の拡充です。あとは新しいマーケットですね。金融機

関のシェアは先ほどご説明したとおりですが、やはり他の一般業のシェアも増やしていかないとい

けないなと感じているところです。 
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業態別に少しみていきますと、まず、銀行業態に関しましてはシェアも 60%ぐらいは超えてきた

ので、引き続き 80%ぐらいにいけるように努力はしてまいります。ただもう 1 点実現したいなと

考えていることがございまして、われわれの商品は信用金庫様からお話をいただいて、新しい商品

を作る機会が多いのですが、なかなか銀行業態でそうしたチャレンジが近年できておりませんでし

た。 

どちらかというと、出来合いの商品を納品させていただくことが多かったので、銀行業態でもそう

いった新商品の開発等を、お客様とご協力のもとやっていけないかなと考えておるところです。 
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信用金庫の業態ですが、こちらは引き続き融資稟議のシステム、こちらの納品に正直追われている

状況ですので、引き続き融資稟議の納品等を進めていきます。 

新しいお話としましては、契約書作成のシステム等を金融機関に入れさせていただいているのです

が、そちらで電子契約のお話は最近かなり増えてきております。 

その他には、渉外支援系のシステムですとか、顧客情報を管理するシステムニーズが増えておりま

す。どうしても業務効率化するシステムが近年多かったのですが、その省力化できた人をどこに向

けるかという話になりますと、金融機関の方々、やっぱり営業に人は割り当てていきたいという流

れかと思います。 
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最後は、信用組合の業態です。 

こちらは引き続き、シェアは 85%ほど取れていますので、引き続き継続的に提案していきます。1

点別の課題として、システム数とユーザー数の増加に伴い、メンテナンス業務をどうやって永続化

していこうかという課題はございます。 

今検討しているのはルールベースの AI 等を使って、問い合わせ対応を効率化させていけないかで

すとか、または研修動画を WEB 配信するといった新たな取組みをしていけないかなと考えていま

す。 

従来なかなか金融機関様は、WEB 会議などが難しかったのですけれども、今回の流れでそういっ

た敷居も低くなっているので、より WEB 会議等も増やして、効率化につなげていきたいなと考え

ております。 
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最後に、簡単ではございますが、新しいシステムのご説明として、営業店窓口支援システムを挙げ

させていただきます。 

従来、営業店に行きましたら、預金口座開設時や、住所変更の際などに、さまざまな書類に手書き

する必要があったかなと思うのですけれども、これらを効率化するシステムです。窓口のいわゆる

銀行のテラーと呼ばれる方と窓口に来たお客様に対して、それぞれタブレットとか Surface を 1 枚

ずつ持ちあって、それぞれで入力していく仕組みです。 

例えば、免許証のスキャンや偽造チェック等も可能です。またサインに関しても、従来サインする

箇所が何か所もあったかと思うのですけど、まとめてワンライティングで終わらせる仕組みにして

おります。その他、筆圧等で筆跡チェックも可能です。 

その他、細かいですけど、反社のチェックとか、信用金庫固有の話で出資金のチェックとか、こう

いったところも行えるシステムとなっております。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

25 
 

 

続きまして、もう 1 点は新しいシステムというか、こういうクラウド化の話が非常に増えてきたな

というところをご紹介しております。 

従来、金融機関の皆様、なかなか自社の環境を外に出すことが、非常にハードルが高かったのです

けれども、今年一気に銀行、信用金庫問わずクラウドへのリリースが非常に増えました。 

従来システムのリリースは、お客様の事務センターやサーバールームに行って深夜作業をして、リ

リースして稼働を迎える形でしたが、今年に関してはリモートリリースも増えました。自社の環境

からシステムをリリースして、お客様もテレワーク動作確認するといった、リモートリリースも増

えてきたかなというところでございます。 

信用金庫様等からはクラウドに、われわれのシステムを乗せるだけではなくて、他社の情報系のシ

ステムもわれわれのクラウドの環境に乗せていけないかというお話も、ちらほら頂いている状況で

ございます。 

これから先は、細かな経営指標等の振り返りになるので、割愛させていただければと思います。 

私からの説明は以上となります。 
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質疑応答 

 

司会：松岡社長様、どうもご説明ありがとうございました。それでは、質疑応答に入ります。 

ご質問のある方は、挙手していただければ係の者がマイクを持ってまいります。なお、この IR ミ

ーティングは質疑応答部分も含め、全文を書き起こして公開する予定でございます。したがいまし

て、もし匿名を希望される場合はご質問される際、氏名を名乗らないようお願い申し上げます。 

それでは、ご質問いかがでございますでしょうか。はい。ありがとうございます。今、まいりま

す。 

質問者：東京までおいでいただきまして、ありがとうございます。今期の予算についての考え方を

教えていただきたいんですけども。 

微増、ほぼ横ばいの想定なんですけども、松岡社長からはご説明の中では、受注は足元順調なんで

すよという話で。ただ、商品の渡しというか納入が、納期の点で後ろ倒しになっていると。 

そこはボトルネックの解消だとか、そういった見通しはどうなのかということだとか。納期が遅れ

ているという背景はどういったことがあるのかとか。あるいは今後、案件の採算管理などで注意す

るべきところがあるのかだとか。ちょっとコストアップの要因だとかそういったことも出てくる可

能性があるのかとか。 

そのあたりちょっと、保守的な予想と見ていいのか、そのあたりのニュアンス的にわからない面が

あったものですから、その点１点確認させてください。すいません。 

松岡：はい。まずは納期の遅れですが、いくつか理由がございまして。実はリクルートに関しては

近年、非常に好調でして、新卒採用等は優秀な人材は人数的にも質的にも採れていると考えており

ます。 

ではなぜ、納期のところで制約がでてくるかというところなんですけども、プロジェクトマネージ

ャークラスの人員がボトルネックになっていると考えていただいてよろしいかと思います。私の中

で、あと 2～3 年くらい、今採用した新卒が順調に育っていってくれれば、そのあたりも徐々に解

消していけるかなというふうに考えております。 

中途採用等も行っておりますが、少しわれわれのプロジェクトマネージャーには特徴がございまし

て、システム作りだけではなく、金融や会計等の知識もないと、なかなか何を作るのかがわからな
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いという面がございます。中途採用ももちろんできたらいいのですけれども、少しそこは苦戦して

いるというところでございます。 

あとは受注いただくシステムに少し偏りが出たため、対応しきれていないという面もございます。 

従来は、一番多いのが決算書ですとか担保システムでした。次に稟議システム。ただ今期に関して

はコロナの影響等もあったのかもしれませんが、信用金庫向けの融資稟議が想定以上に増えまし

た。稟議システムに対応するプロジェクトマネージャーの研修等もあり、少し手間取ったというと

ころでございます。 

質問者： じゃあ、2～3 年経てば、しっかりと人材も育ってバランスも良いですし、シェアも徐々

に銀行のほうで上がっていくというシナリオとうことですね。 

2 点目なんですけども、銀行法が来年改正されるような機運というか、金融庁のワーキンググルー

プで銀行法改正と。つまり、銀行が今まで M&A だとか債権保証などの分野で、自分たちは本当は

できるんだけども出資法だとかいろいろな制約があって、上場企業でも M&A で伸びている上場企

業、あるいは保証で伸びているものたくさんあるんですけども、彼らに紹介するだけで自分たちが

できないと。 

そうなったら、コストカット一辺倒になってしまって、金融庁もこのままじゃ銀行さん、いかんだ

ろうということで、M&A だとか保証業務を銀行にさせて、知識集約的なビジネスを合併によって

集めることによって、新しい事業として M&A だとかをさせてやろうと。そういう流れに今なって

きているんだと思うんですけど、来年くらいからはじまると思うんですけど。 

そういったときに御社の立ち位置というか、チャンスなのか、今まで省人化で伸びてきて、渉外だ

とかそういったところでまた伸びて、チャンスがあるということなので、チャンスとして見ていい

のか、そのあたりのお考えをちょっとお聞かせください。 

松岡：はい。おっしゃられるとおりで、銀行法もそうですし、銀行業界、おそらく今までの業務だ

けでは厳しいというところを金融機関の方々も強く危機感を抱かれていると思います。 

例えば、ビジネスマッチングなど、従来そこまで踏み込んでなかったんですけれども、そういった

お話や、なかには M&A のマッチングというような話もありますよね。 

そういったところで、金融機関の方がただ資金繰りを解決するだけじゃなくて、何かその先の、融

資先取引先の問題点を解決するような役割をしなきゃいけないというところです。なので、われわ

れとしてもそこをお手伝いしていきたいなと考えています。 
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チャンスかピンチかというところですけど、チャンスだと考えていますね。明らかに。 

基本的に、金融機関とか関係なく、システムの需要も高まっていますし、そういった中では金融機

関の先にある取引先って、さまざまな業種があるかと思うんですけれども、絶対にシステムのニー

ズというのは多く転がっているのかなというふうに考えています。 

今までは、例えばシステムのアドバイス等を、銀行の先の融資先に、何か情報企画さんしてもらえ

ませんかとか、そんなお話もあったんですけど、採算面ですとか規制の観点等もあってなかなかい

けなかったんです。 

そういったところに踏み込んでいくチャンスが来ているかなと。先ほど、一般業というお話もちら

っとさせていただいたんですけども、そういうチャレンジをわれわれもしておけば、そういう銀行

さんのシステムのニーズの変化等にも応えていけるかなと考えております。 

質問者：どうもありがとうございます。 

司会：ありがとうございました。他にご質問はございませんでしょうか。はい。ありがとうござい

ます。今、マイクを持ってまいります。 

質問者：会社としてのキャピタルアロケーションとかの方針とかがありましたら教えてください。

不動産投資とか株主還元とかも含めて教えてください。 

松岡：株主還元ですね。配当とかそういったお話でよろしいですかね。 

質問者：それも含めて事業から出てくるキャッシュ・フローを今後、何に使っていくのか。例えば

不動産投資に使っていくのか、それとも株主に還元していくのか。そういう全体的な方針みたいな

ものがあれば、お願いします。 

松岡：まず、株主への還元というところではですね、配当に関してまず言いますと、安定的に供給

していきたいなというような方針でございます。なのでいまは好調ですけれども、多少、状態が悪

くなったときにでも、配当はあまり大きく下げるということはしたくないというところで、安定的

な配当というのをまずは目指しています。 

次にキャッシュ・フローを何に使っていくかという点です。 

不動産投資に関しては、大阪の本社のほうで少し回しているというだけですので、大掛かりに不動

産賃貸事業に出ようとか、そういった考えはありません。多少、毎年１件ずつ買っていくというこ

とはあるかもしれないんですけど。 
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一般論になってしまうかもしれないですが、M&A とか、そういった機会も検討はしております。

他社と同じだと思うんですけれども。 

ただ、単純な企業の規模を大きくするための M&A はしたくないなと考えています。仮に将来そう

いった選択肢を取るとしても、相乗効果が生まれるような M&A じゃない限りは踏み出さないかな

と。われわれの会社の特徴の一つに利益率の高さとか、そういったところもございますので、規模

を追い求めて無理やりそこを崩そうとか、そういった考えは今のところはございません。 

質問者：わかりました。ありがとうございます。 

司会：ありがとうございました。はい。ありがとうございます。今、マイクを持ってまいりますの

で、少々お待ちください。 

質問者：本日はありがとうございました。2 点質問があるんですけども、まず 1 点目が 2022 年 4

月の東証の市場変更、市場区分の変更について。御社の現状の規模からいくと、東証のスタンダー

ド市場というかたちになるかと思うんですが、今後、プライム市場への市場変更に向けて、どのよ

うに考えているのかをお伺いしたいというのが、まず１点目になります。 

松岡：確かプライム市場の基準はかなり大きな規模だったかと思います。現時点では規模の観点で

少し、現実的ではないのかなと思っておったんですけども。あまりそこに関しては、現実的に考え

てはいないというところですかね。回答になっていますかね。 

質問者：特にプライムに上場できる規模までは、現時点では何年後に目指しますというようなとこ

ろまで計画の中にあるというわけではない。 

松岡：そうですね。そういう意味では将来的にそういったところを目指していきたいなというのも

ありますけれども、現時点ではそういった計画はございません。 

質問者：わかりました。ありがとうございます。最後が 1 点、質問というか要望なんですけれど

も。システムインテグレーター、御社も含めていろんなところのホームページを拝見しているんで

すけれども、御社のホームページが非常に地味でして。 

これは採用活動に関しても、ホームページが充実していないというのは、あまりよろしくないこと

じゃないかと私は思っていまして、ホームページのリニューアルの計画とかございましたでしょう

か。 

松岡：ご指摘のとおりでして、まさに今、変えているところでございます。まずリクルートに関し

ては、リクルートサイトとコーポレートサイトに普通分かれるかと思うんですけども、リクルート
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のほうは 1 年前か 2 年前にリニューアルを終えていまして、コーポレートサイトのほうがまだ終え

ていませんでしたので、今まさに変更中です。次の 4 月、少なくとも 1 年内にはリニューアルを考

えています。 

ちょっと遅かったんですが、コーポレートサイト等での対応が営業活動的に必要かなと考えていま

す。リクルートに関しては近年、ダイレクトリクルーティングですとか、そういったいろんなサー

ビスがございますので、意外とそれで事足りておったんですけれども、コーポレートサイトがさす

がに、ライバル他社に比べて弱すぎるかなというところで。 

やはり検索ですとか、そういったところからの商品の引き合い等もございますし、今後、金融機関

以外からの問い合わせ等を増やしていくためにもコーポレートサイトの充実。 

あとは会員制のページと言えばいいんですかね。金融機関の方々が例えば入ってきて、そこでわれ

われの何か動画とかのサービスですか、そういったサービス等もできないかなというところは検討

しているところでございます。 

質問者：ありがとうございました。 

司会：ありがとうございました。ご質問ありがとうございます。少々お待ちください。 

質問者：ご説明ありがとうございます。将来的にというか、一般企業向けにというお話があったか

と思うんですけども、現在の商品ラインナップ・製品ラインナップを見ると金融機関向けで、一般

企業というと商社とか特定企業業種に限られてしまうような印象はあるんですけども。 

中長期的に見られた場合に、どういう商品軸とか、どういった攻め方をされるのか、5 年とかいっ

た時間軸で教えていただければと思うんですけども。お願いします。 

松岡：そうですね。システムコンサルタント、営業とかとも良く話すんですけれども、一足飛びに

新しい商品とか一般業というのが、なかなか難しいのかなと考えております、すると、最近少し営

業活動を増やしているのがリース関連ですとかクレジット関連、そういったまずは金融機関の周辺

を探るような営業活動というのが１点ですね。 

もう１点はですね、ご指摘にもございました商品ラインナップのところなんですけれども、一般市

場向けにどういったサービスがわれわれ、何か世の中のためになるようなことを提供できるかなと

考えたときに、やはり会計とか税務とか。あとは IT といった切り口になるのかなと。ご指摘のと

おり、金融機関にだいぶ特化した構成になっておりますので、そういったところを一般的な商品で

切り込んでいけないかなと。 
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ただ、一般的な、例えば会計関連も、世の中に商品が溢れていますので、われわれがバリューを出

せるとしたら金融機関との連携って結構、問題になることって多いんですね。金融機関の融資先と

の多様な書類のやりとりですとか事業計画ですとか。 

金融機関の本部の課題として、なかなか営業店の若手がお客様に対して、こういうふうに経営を改

善していこうといった提案をするには、やはり何年も経験等も必要ですから、そういったところで

お困りというようなところもございます。 

もしかしたら金融機関を介して間接的に、その先のお客様とかいうような形になるかもしれないん

ですけども、何かそういった形で金融機関の先にある取引先とか。そういったのができないかとい

うようなところを考えています。 

だから、2 点ですかね。今の営業活動の周辺をまず攻めるというところと、金融機関の先にあるよ

うなお客様。そういったところを考えています。あとは劇的に変えるという話であれば、先ほども

可能性としてはという点ですけども、M&A とかそういったところで新しい市場を取り込んでいく

のも一つかなとは考えております。 

質問者：ありがとうございます。 

司会：ありがとうございました。ご質問いかがでしょうか。よろしゅうございますか。それでは、

ご質問もないようですので、これをもちまして会社説明会を終了いたします。 

どうも、松岡社長様ありがとうございました。皆さん、ご協力ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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